
 
令和８年度 シニアチャレンジ講座 春学期（4 月～7 月） 
              受講生募集要項   

 

ご挨拶   
本学は「大学によるリカレント教育」を埼玉県および埼玉県内各大学と共同実施中です。学生とともに学ぶ開放講

座、受講生の間に学習の輪が広がっています。ふるってご応募ください。 

日本工業大学 生涯学習センター 

 

１ 各大学共通事項（抜粋） 

＊応募資格・埼玉県内在住で昭和 46 年 4 月 1 日以前生まれ（55 歳以上の方）の方。 

＊授業科目・担当教員・定員など 

・担当教員は、都合により変更になることがあります。 

・授業は原則として同じ曜日、同じ時間に実施されますが、一部変則的な扱いになることがあります。 

・今回の募集は、春学期（前期）科目です。 

＊個人情報について： 申込み時に記入いただく個人情報は、本講座以外の目的には使用いたしません。 

＊通学について： 原則として、公共交通機関により、通学してください。 

＊総合的な間合せ先 (申込先ではありません) 

埼玉県福祉部高齢者福祉課政策・地域ケア担当   電話 048-830-3263   FAX 048-831- 1901  
 

２ 講座名・キャンパス  

(1) 講座名 
 

科目名 実施時期 曜日 時限 授業時間 公開定員 

機械技術史 

春学期 
(令和8年4月～
令和 8年 7月) 

火 2 10：50～12：30 10名 

人間工学 金 3 13：20～15：00 10名 

電気情報工学の基礎 月 4 15：10～16：50 10名 

資源循環工学 月 3 13：20～15：00 10名 

人工知能 水 1 9：00～10：40 10名 

日本建築史 水 1 9：00～10：40 10名 

福祉施設の計画 金 1 9：00～10：40 10名 

環境・エネルギー・SDGs概論 月 1 9：00～10：40 10名 

現代社会の諸問題 月 3 13：20～15：00 10名 

＊この実施予定は 2 月 1 日現在のものです。変更になる場合もありますので、ご了承ください。 

 

(2)キャンパス  

 

 
 

 



スクールバスの運行情報・ご利用につきましては 

スクールバス運行情報・乗り場案内｜実工学教育の日本工業大学 (nit.ac.jp)をご確認ください。 

 

 

 
３ 各科目の概要及び担当教員   

  科目名（担当） 授業科目の概要 

機械技術史 

（神 雅彦 教授） 

（二ノ宮 進一 教授） 

 

 

ものづくりの歴史は、人間の営みと密接に関わっている。旧石器時代
からの石器は衣・食・住の人が生きるための原始的な刃物であり、土器
は入れ物である。鉄の時代になってからは、大工道具、農工具、武具な
どとして細分化していった。明治時代以降は、蒸気の動力を得て自動で
強力な機械として発展していった。現在は電力機械が主流となり、近年
ではコンピュータとも融合し知能化している。本科目では、加工の技術
を中心とする技術史を学び、機械と人との係わりについて考える。 
 

人間工学  

  （細田 彰一 教授） 

 
我々が作る道具にとって、人間は必要不可欠かつ仕様変更のできない「部
品」である。そのため設計行為は、人間を中心としたシステム設計とし
て考える必要がある。本科目は、人間工学の基礎である、人間の各種機
能性能を中心に学ぶものである。前半は人間工学のベースとなる基本的
な生理的、心理学知識について学ぶ。後半は主に寸法系の手法について
学ぶ。 
 

電気情報工学の基礎 

（電気情報工学科教員） 

 
本科目は、電気情報工学科で学習する専門科目について、幅広くオムニバ

ス形式で学習する科目である。 
本科目では、「デシベル（dB）とは何か」、「電波とは？電波はどこまで届くの
か？」、「社会インフラを支える電気技術」、「電力システムと再生可能エネル
ギー」、「統計、データの表現方法」などをテーマに、基礎的な内容や最新の
トピックを各分野の専門教員が講義する。 
 
 

資源循環工学 

（内田 祐一 教授） 

 
工業材料やエネルギーの製造と循環利用に関する科学技術とその技術革新

を理解する。さらに、素材・エネルギー原料としての各種資源の現状を地球
規模および環境負荷の視点から概観し、資源循環の必要性や課題を実践的に
理解する。 
講義および演習形式で行う。講義で課した課題については講義時間内に解

説する。 
 

人工知能 

（呉本 尭 教授） 

常に挑戦的な研究テーマをかかげて発展を続けている人工知能
（AI:Artifical Intelligence）の全貌を習得する。問題の状態空間表現と探索、述
語論理とファジィ論理、多様な知識メディアの知的処理、進化的計算、ニューラ
ルネットワーク、深層学習、強化学習、群知能などの技術を修得することができ
る。   

日本建築史 

（野口 憲治 准教授） 

歴史を学び、日本建築の意匠や技術について理解を深めることで、継承す
べきものやあるべき環境について総合的な判断や考察ができるようになる。
加えて、今後の建築に何が求められているかについて本質的な視点で考え、
建築設計等に役立てることができるようになる。そうした素養を身につける
ために、日本建築の歴史を、社会的背景、設計技術などを踏まえて体系的に
理解する。 

https://www.nit.ac.jp/campus/access/bus-info


福祉施設の計画 

（勝木 祐仁 教授） 

高齢者の暮らしを支える施設を中心とした、各種福祉施設について、
歴史的な成立背景と今日的な意義を理解した上で、利用者、家族、職員
にとって適切な施設として実現するための建築計画上の知識・技術を身
につける。  

環境・エネルギー・SDGs概論 

（八木田 浩史 教授） 

エネルギー利用に伴う環境問題の要因と、エネルギー技術の現状を学び、そ
れらの問題解決の考え方と、解決に必要な技術の基礎知識を修得する。SDGs
において取り上げられている様々な課題を取り上げ、広く捉えた地球環境問題
について学ぶ。 

現代社会の諸問題 

（橋本 秀一 教授） 

現代の世界と日本の状況や問題を概観する科目である。現代社会は非
常に複雑であり、歴史と諸問題が複雑に絡み合っていて、包括的に理解
することが非常に困難になっている。こうした諸問題を一つ一つ丁寧に
紐解き、深く考えることによって現代社会の見取り図を再構築する。 
「資本主義」「空き家問題」「人工知能」「格差問題・貧困問題」等 

 

 
 
 

４ 受講料・テキスト 

(1) 受講料 1 科目につき 10,000 円 

 

(2) その他 教科書等の教材は自己負担によりご用意いただきます。（書名、購入方法等は別途ご案内） 

 

 

５ 受講の申込み  

(1) 申込期限 令和 8年 3月 3日（火）（消印有効） 

 

(2) 申込先 

〒345－8501 埼玉県南埼玉郡宮代町学園台４－１ 日本工業大学 生涯学習センター 

電話: ０４８０－３４－４１１１（代表）   

E-mail: shougai@nit.ac.jp 

 

(3) 申込方法 

以下の事項を記入、E-mail、または官製はがきでお申込みください。 

（電話での受付はしておりません） 

 

① 住所         ② 氏名（ふりがな）       ③ 年齢   

④ 電話番号     ⑤ 受講希望科目（複数科目可能） 

 

(4) 受講手続 

申込受付後にお送りする通知書を確認後、受講料の振込み等の受講手続きを行ってください。  

 

(5) その他 

本学が開講する開放授業講座を、今年度春学期（前期）から新たに受講される方におかれましては、

第 1 回講義に先立ち、受講いただくにあたっての諸説明を目的としたオリエンテーションを開催しま

す。日時等の詳細は、受講手続をいただいた方へ個別に連絡いたします。 

 

 

mailto:shougai@nit.ac.jp
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